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　2019 年度の最後の月となり，卒業シーズンを迎えました。謝恩会で卒業生から「仰げば尊し」
など歌われますと，「果たして自分はその歌の内容に見合う教育はできたか？」と何とも気恥ずか
しい思いで内心忸怩たるものがあります。医学の進歩に遅れないような生涯学習，自己研鑽の必
要性を自覚させられる季節でもあります。
　臨床眼科では今月から恒例の第 73 回日本臨床眼科学会で発表された演題の原著論文の掲載が
始まります。各施設で経験された貴重な症例報告を本誌の論文としてともに経験することで，自
分が勤務する場でいつ遭遇するかも知れない難症例の診断や治療のヒントを得ることができるの
ではないかと思います。診断や治療の選択肢を数多く保持できるかどうかが日々の診療のコツで
もあります。
　「今月の話題」には玉城 環氏と古泉英貴氏による「pachychoroid neovasculopathy」が掲載さ
れています。近年の OCT の進歩によって脈絡膜のさまざまな所見が注目されてきましたが，そ
の中でもこの新しい概念である「pachychoroid」 とはいったい何なのでしょうか ?　改めて問わ
れてうまく答えられますか ?　実は「厚い脈絡膜」という意味とのこと。「pachyvessel」という
言い方も時に聞こえてきますが，これは肥厚した脈絡膜にみられる拡張した Haller 層血管という
意味であると解説されています。同時にこれらは現段階では定性的な概念であって，本論文では

「主観的な所見」であるとされます。主観的であるということは，まだ確たる診断基準がないとい
うことなので，今後定量的指標をもって明確に規定されてくるものと思います。そして，pachy-
choroidという所見がどのような病態であるのか，そもそも本当に病態といってよいものなのか，
さらにその長期経過や前駆病変などの特徴が次第に明らかにされてくるのでしょう。生涯学習は
尽きることがないようです。 （中澤　満）
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